
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駒ヶ根市 
 

ともに創ろう！ 

駒ヶ根 
笑顔あふれるまち 
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概 要 基本目標

---第４次総合計画の体系---

○ 計画策定の趣旨
　リニア中央新幹線、三遠南信自
動車道など高速交通網の整備、少
子高齢化の進展と人口減少社会の
本格化、経済のグローバル化など
時代の転換点を迎えている。こうし
た中、豊かな市民生活の実現と活
力ある地域づくりに向け、長期的視
点にたって市政運営の方向を明ら
かにする。（発展指針の明示）

○ 計画の性格
　市政運営の基本となる総合計画

○ 計画の期間
　基本構想
　　平成26～35年度（10年間）
　基本計画
　　前期：平成26～30年度(5年）
　　後期：平成31～35年度(5年）

○ 計画策定の視点
・市民と行政がともに行動する計画
・時代の変化や社会情勢に適応し
　た計画
・成果指標が明確な計画
・役割分担が明確な計画

◆基本理念（将来像）
　まちづくりの目的は、平和な社会
のもと、すべての市民が生きがいと
活気に満ちて、安全で安心して心
豊かに暮らせるまちを創ることにあ
ります。

　しかし、私たちを取り巻く社会は、
地球温暖化などの環境問題、人口
減少や少子高齢化社会の到来、低
成長時代、地域コミュニティの希薄
化など、多くの課題を抱えていま
す。
　こうした課題を乗り越え、心豊か
な人づくりと次代に誇れるまちづくり
を進めることが今に生きる私たちの
責務です。

　私たちは、一人ひとりがまちづくり
の主役となり、豊かな自然を守り育
て、安全で快適な生活環境を育む
とともに、住み、働き、学び、集うす
べての人とともに生き、個性と創造
力を発揮し、市民憲章に掲げる互
いに手をたずさえて、
「愛と誇りと活力に満ちた駒ヶ根市」
を創造します。

　

　【福祉・保健・医療】
　５　健康で安心して暮らせる
　　　まちづくり

　【協働・男女共同・コミュニティ】
　７　市民が主役のまちづくり

【生涯学習・文化・スポーツ振興】
　６　ともに学び、文化を育む
　　　まちづくり

　【防災・防犯】
　３　災害に強い安全・安心の
　　　まちづくり

【都市基盤整備・景観・環境保全】
　４　豊かな自然を守り、快適に
　　　暮らせるまちづくり

私
た
ち
は
、
『
と
も
に
創
ろ
う
！
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
駒
ヶ
根
』
を
合
言
葉
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

市
民
憲
章
に
掲
げ
る

「
愛
と
誇
り
と
活
力
に
満
ち
た
駒
ヶ
根
市

」
の
創
造

将来像

　【産業振興と雇用の確保】
　　1  活力あふれる産業の
　　　　まちづくり

　【子育て・教育】
　２　子どもたちが夢と希望に
　　　あふれるまちづくり

1



　

前期基本計画（施策） 重点ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

① 優良農地の確保と有効活用・農村景観の保全　　
② 暮らしを豊かにする魅力ある地域農業の創出
③ 暮らしを守る森林の生産と多面的機能の増進

① 活力ある商業・サービス業の振興
② 人が集まる「街なか」の魅力づくり

① 次世代成長産業の振興と企業誘致の推進
② 地域を支える中小企業の経営基盤強化
③ 雇用の創出と優れた人材の育成

① 地域資源を活かした観光地域づくり
② 国内外からの誘客・交流の促進
③ UIターンと田舎暮らしの推進

① 学力向上・体力向上・人間性を育てる教育の推進
② 学校・家庭・地域社会との連携強化による教育力向上
③ 生きる力の基礎となる学校食育の推進

① 体力向上・自然体験の推進
② 地域に根ざした特色ある園づくりの推進
③ 体験を通した幼児の食育の推進

① 家庭の子育て力の向上
② 健やかな子どもの成長とその家庭に対する支援の充実
③ 地域ぐるみの子育ての推進

① 妊産婦の健康増進
② 乳幼児の発達に合わせた子育て支援

① 防災体制の充実      
② 公共施設・民間建築物の耐震化
③ 地域防災力の強化（自主防災）　
④ 地域防災力の強化（消防）      ⑤土砂災害対策の推進
⑥ 市街地の排水対策の推進

① 防犯体制の強化
② 交通安全対策の推進
③ 消費生活対策の推進

① 人にやさしい道路整備の推進
② 安心して暮らせる住環境の整備
③ 安全で安定した水道水の供給
④ 下水道整備と普及の促進　　⑤地域公共交通の確保

① 再生可能エネルギーの推進
② 環境保全の推進
③ 資源循環型社会の形成

① 幹線道路網の整備
② 高速交通網へのアクセス整備

4
次世代に伝える景観を創り、
守ります

① 景観に配慮したまちなみの創造

① 地域医療体制の充実
② 安心して受けられる医療・介護の確保
③健康づくり習慣の普及
④高齢者の健康づくりと社会参加の推進

① 住民同士が支えあう仕組みづくりの推進
② 障がい者の生活支援と社会参加の推進
③ 生活困窮者への支援

① 生涯学習の支援と推進体制の整備
② 生涯学習施設の整備と活用

① 文化財の保存と多面的な活用の推進
② 創造的な文化芸術活動の推進

3
スポーツ推進による健康で心
豊かなまちづくりを進めます

① 市民スポーツの推進と環境整備

① 市民参加と協働の仕組みづくり
② 市民活動の推進と市民活動団体の育成
③ 自治組織の活性化（未加入対策の推進）

① 男女共同参画社会づくりの推進
② 国際交流と多文化共生の推進　　④青少年健全育成
③ 人権が尊重される社会の実現　　　　　　　　　　の推進

3
高速交通網を見据えた都市
基盤整備を進めます

1
学ぶよろこびを感じられるま
ちづくりを進めます

2
支え合う福祉のまちづくりを
進めます

2
豊かな地域文化・芸術を育む
まちづくりを進めます

安心して産み育てることがで
きる環境づくりを進めます

2
豊かな自然環境を守り育て
ます

4

基本政策（基本的方向）

地域資源を活かした農林業
の振興を進めます

1

2
安全に暮らせるまちづくりを
進めます

1

おもてなしと賑わいのある観
光の振興を進めます

1
生きる力を育む学校教育を
推進します

2
健やかな育ちを支える幼児
教育を推進します

3
子育てによろこびを感じる家
庭づくりを進めます

災害に強いまちづくりを進め
ます

2
魅力と賑わいのある商業の
振興を進めます

【定住・交流人口
増、にぎわい・雇
用創出ＰＪ】
①交流人口増による
活力あるまちづくり
②中央アルプス山麓
の開発
③中心市街地の再
生
④企業誘致・６次産
業化など新たな産業
振興の推進
⑤少子化対策の推
進

【教育環境・人材
育成の充実ＰＪ】
⑥これからの地域や
社会を担う人材育成
の推進
⑦中学校教育環境
整備

【環境保全・ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ推進ＰＪ】
⑧豊かな自然との共
生と景観づくり
⑨自然(再生)ｴﾈﾙ
ｷﾞｰの推進

【生涯健康、医療
充実ＰＪ】
⑩健康長寿日本一
を目指した健康づく
りの推進
⑪地域医療体制の
充実

【協働・地域力再
生ＰＪ】
⑫協働の仕組みづく
り

1
人にやさしい快適な生活環
境をつくります

2
すべての人が尊重されるまち
づくりを進めます

1 協働のまちづくりを進めます

1
健康で長寿のまちづくりを進
めます

4

3
次世代につながるものづくり
産業の振興を進めます

2



　以下の目標数値の「*」は第４次総合計画目標値

目標数値項目 (基準年度) 現状 目標値(H31)
　従業者数 H24 18,970人  19,100人

＊製造業出荷額 H25  1,171億円  1,600億円
　新規就農者数（年間就農者数） H26 1 人  平均２人

＊働く場の確保など雇用対策が充実（満） H25 2.4P 2.6P

目標数値項目 (基準年度) 現状 目標値(H31)

転入超過 転入超過
67人 20人

　外国人宿泊者数（1 月～12 月の年間） H26  1,515人  15,000人

　観光消費額 H26 46.85億円  50億円
＊移住定住数(H23年度からの累計) H26まで 96人 200人

2060年には、27,000人程度の人口を維持する駒ヶ根市を目指します。　

信州シルクロードを核とした広域観光連携事業
インバウンドプロモーション事業　など

主
な
事
業

中央アルプス山麓開発推進事業

　転入者数の増、転入者数が転出者数を
　上回っている (各年平均)

H26

　観光地延べ利用者数
　　（1 月～12 月の年間）

1,294,900人

中央アルプスジオパーク化推進化事業

テレワーク推進事業　など

H26 1,231,500人

駒ヶ根市の人口は、平成20(2008)年の34,662人をピークに減少に転じ、
日本創生会議ではこのままだと平成52(2040)年に24,932人と推計。

基本目標Ⅰ　　駒ヶ根市にしごとをつくり、安心して働けるようにする

基本目標Ⅱ　　駒ヶ根市への新しい人の流れをつくる

施
策
内
容

　地域の生活基盤を支える工業・商業・農業・観光業などの産業の発展を通じ、雇用機会を拡
大し、活力あるまちづくりをめざします。企業活動の活性化や体質強化への支援、農商工連携
による６次産業化を進めるなど、幅広い産業構造を構築することで、経済規模の拡大と雇用の
確保を図り、定住人口の増加につなげていきます。

施
策
内
容

　豊かな自然環境やリニア中央新幹線整備などの社会資本など、恵まれた資源や優れた特性
を活かした魅力ある駒ヶ根市を創造し、定住人口、交流人口の増加を図ります。特に、駒ヶ根市
の特性を活かした新たな企業の誘致、地域資源や人材を活用した観光振興などを進めます。

主
な
事
業

６次産業化推進事業（地ビール・ウイスキー等ブランド化事業）

次世代産業創生事業

駒ヶ根市総合戦略(体系概要)
－ともに創ろう！ 笑顔あふれるまち駒ヶ根－

西暦 2,010 2,015 2,020 2,025 2,030 2,035 2,040 2,050 2,060

和暦 H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52 H62 H72

人口 33,697 32,736 31,651 30,412 29,093 27,733 26,367 23,563 20,623

15-49歳女性 6,484 6,116 5,718 5,167 4,778 4,554 4,372 3,838 3,288

人口 33,697 32,736 31,443 29,940 28,329 26,652 24,937

15-49歳女性 6,484 6,116 5,656 5,036 4,577 4,270 3,996

総合戦略人口 33,697 32,728 31,734 31,144 30,606 30,012 29,358 28,074 27,059

出生率 1.44 1.71 1.90 2.10 2.10 2.10 2.10 2.10 2.10

15-49歳女性 6,484 6,116 5,715 5,270 4,966 4,856 4,938 5,032 4,946

出生数 275 257 264 297 309 309 297 291 311

総合戦略
の目標

日本創生会議
の推計

社人研の推計
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目標数値項目 (基準年度) 現状 目標値(H31)
  合計特殊出生率 H26 1.7 2.1
　出生数 H26 252人 260人

　婚姻数 H26 153件 190件
　49 歳以下のIU ターンによる移住者数 H26 70人 150人
＊安心して子育てができる支援が整っ
　ている(満)

H25 3.20P 3.50P

目標数値項目 (基準年度) 現状 目標値(H31)

地域支合い(地域包括ケアシステム等)

スポーツ環境整備、生涯スポーツ
景観づくり、屋外広告物整備

①
②

③
④
⑤

⑥　産業界・行政・教育機関による郷土愛プロジェクトの推進

６つの地域連携プロジェクト
①　リニア中央新幹線を地域振興に活かすための「リニアバレー構想」具現化に向けた地域連携

②　国・県・近隣市町村と連携した中央アルプスジオパーク構想、中央アルプスナショナルパーク化構想

③　JR飯田線の利便性の向上及び利用促進に向けた取組

④　世界遺産富岡製糸場など製糸・養蚕に関係の深い団体と連携した「絹のみち広域連携プロジェクト」

⑤　東京オリンピック・パラリンピックに向けた取組　

５つの重点プロジェクト
交流人口増による活力あるまちづくりプロジェクト　
中央アルプス山麓の開発プロジェクト
企業誘致・6次産業化など新たな産業振興推進プロジェクト
少子化対策推進プロジェクト 

心豊かなひとづくりと次代に誇れるまちづくりプロジェクト

健康長寿日本一のまちづくり

駒ヶ根版ネウボラ事業

文化・伝統の継承

若者住宅取得支援事業　など

広域的地域連携----下記の地域連携プロジェクト参照　　　など

施
策
内
容

　人口減少下でも生活に不可欠なサービスを提供できる地域構造を構築するとともに、産業、
福祉、地域コミュニティ、まちづくりなど各分野の担い手の人材育成確保を進めます。健康づくり
の推進、中心市街地の再生、公共交通の確保などにより住み慣れた地域で安心して暮らし続け
られる地域づくりを進めます。地域の持つ特性をさらに活かしていくため、市域を超えた広域的
連携、市町村連携を進めます。

施
策
内
容

　若い世代が結婚し、子どもを持つ希望をかなえることのできる駒ヶ根市を目指します。そのた
めの若い世代の交流の支援（結婚支援）、就労支援、住宅取得等の支援を行います。また、安
心して出産・子育てができる環境整備を進めるとともに、だれもが希望する数の子どもを持つこと
ができる子育て支援を進めます。

主
な
事
業

結婚の希望を叶える事業(出会い支援、イベント、スキルアップ講座　など)

3.4P

主
な
事
業

えがおポイント事業

再就職支援事業

＊これからも駒ヶ根市に住み続けたいと思
　う人の割合（満）

H25 87.90% 90%

＊お互いに支え合い、助け合う人間関係が
　地域に築かれている（満）

H25 3.21P

基本目標Ⅲ　　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

基本目標Ⅳ　　時代にあった地域をつくり、安心なくらしを守る
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